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取扱 説明 書 


く 注 意 > 
製品 を ご 利用 に な る た め に は 、 無 線 局 の 登録 申請 お よび 開設 申請 を する 必要 が あ 
り ま す 。 同 梱 の 申 記 喉 く だ さい 。 
続 さ を し な いで 運用 され ます と 不法 無線 局 開設 に より 禄 則 を 受け ます 。 
ぷ お 手元 に 届い た の を 確認 し て か ら ご 使用 くだ さい 。 
・ 音 声 圧 縮 ( 符 号 化 ) 方 式 AMBE+ ら 以外 の 無線 機 と は 通話 で きま せん 。 
製品 に は アン テ ナ や 電源 は 付属 し て いま せん 。 別途 、 本 製品 に 対応 する も の を ご 
購入 下さ い 。 
アル イン コ デ ジ タル トランシーバ ー を お 買い 上 げ い た だ き 、 誠に あり が と う ご ざ い 
ます 。 本 機 の 性 能 を 充分 に 発揮 させ る た め に 、 こ の 取扱 説明 書 を 最後 まで お 読み い 
た だ く よ う お 願い いた し ます 。 アフ ター サー ビス な ど に つい て も 記載 し て いま す の で 、 
この 取扱 説明 書 は 必ず 保管 し て お いて くだ さい 。 ま た 、 補 足 シ ー ト や 正誤 表 が 入っ 
て いる 場合 は 、 取 扱 説明 書 と 合わ せ て 保管 し て こく だ さい 。 


本 機 は 日 本 国内 専用 モデ ル で す 。 海外 で は 使用 で きま せん 。 
This product is intended for use only in Japan. 
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安全 上 の ご 注意 


すぐ 安全 上 の ご 注意 $$$ 


製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安 全 上 の ご 注意 」 を ご 使用 の 前 に 
読み くだ さい 。 


この 取扱 説明 書 で は 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ き 、 あ な た や 
他 の 人 々 へ の 危害 や 財産 へ の 損失 を 未然 に 防止 する た め に 、 い ろ い ろ 
な 絵 表 示 を し て いま す 。 そ の 表示 と 意味 は 次 の よう に な っ て いま す 。 
内 容 を よく 理解 し て か ら 本 文 を お 謗 み くだ さい 。 


表 示 表示 の 意味 
この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死 
/N 危険 また は 重傷 を 負う 危険 が 差し 迫っ て 生じ る こと が 想 
定 さ れる 内 容 を 示し て いま す 。 

この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死 
ん NN 警告 また は 重傷 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 を 示し て 


いま す 。 

時 この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 傷 
注意 | 害 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 、 お よび 物 的 損害 の 
み の 発 生 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


図 記号 表示 の 意味 
人 記号 は 、 注 意 (危険 ・ 警 告 含む お) を 促す 内 容 が ある 
AN こと を 告げ る も の で す 。 

図 の 中 に は 具体 的 な 注意 内 容 が 描か われ て いま す 。 
0 ( 〇 記号 は 、 行 為 の 禁止 で する こと を 告げ る も の で す 。 
図 の 中 や 近傍 に 具体 的 な 禁止 内 容 が 描か われ て いま す 。 
信 記号 は 、 行 意 を 強制 し た り 指示 する 内 容 を 告げ る も 


Q 


筐 の で す 
図 の 中 に 具体 的 な 指示 内 容 ( 左 図 の 場合 は AC ア ダ プ タ 
ー を コン セン ト か ら 抜 け ) が 描か れ て いま す 。 


本 製品 の 故障 、 誤 動作 、 不 具合 、 あ る い は 停電 な どの 人 外部 要因 に て 通信 な ど 
の 機会 を た 失っ た た め に 生じ た 損害 な どの 純粋 経済 損害 に つき まし て は 、 当 社 
よ 一 切 その 責任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


ある の レレ 


條 危険 


DC コー ド 接 続 の 際 は 、 極 性 を 間違え な いよ うに 十分 注意 し て 
くだ さい 。 次 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 赤 の 配線 は プ 
ラス ( 十 ) 極 、 黒 の 配線 は マイ ナス (一) 極 で す 。 


この 製品 の 定格 電源 、 電 圧 は DC13.8V と DC26.4V で いわ 
ゆる 12V 車 と 24V 車 に 自動 的 に 対応 し ます 。29V 以 上 の 電 
圧 が 掛か る と 故障 、 火 災 、 感 電 の 原因 と な り ま す 。12V 以 下 、 
15~-23V 程 度 の 電圧 だ と 電源 が 入ら な い 、 定 格 通り の 出力 が 
出 な い 、 な どの 不具 合 の 原因 と な り ま す 。 


必ず 付属 の 電源 ケー ブル を 使っ て くだ さい 。 電 源 ケ ー ブ ル を 細 
くし た り 、 長 く 配 線 す る と 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


万 が 一 内 部 か ら も れ た 液 が 目 に 入っ た と き は 、 す ぐに きれ いな 


水 で 洗い 、 医 師 の 治療 を 受け る こと 。 そ の まま に し て お く と 、 
目 に 傷害 が 起き る こと が あり ます 。 


に モー 
計 『 コ 


画 使用 環境 ・ 条 件 


無線 局 の 登録 状 の 有効 期限 は 5 年 で す 。 登録 状 の 範囲 を 超え た 
運用 や 登録 状 を 取得 し な い 運 用 は し な いで くだ さい 。 不法 無線 
局 と な り 、 1 年 以下 の 懲役 又は 100 万 円 以下 の 罰金 を 課せ ら 
れ ま す 。 


分 解 ・ 改 造 ・ 修 理 し な いこ と 。 取 扱 説明 書 に 記載 され て いる 場 
合 を 除き を 、 ケ ー ス な ど を 外し 、 内 部 に ぬ ふれ る こと は さけ て くだ 
さい 。 火災 ・ 感 電 ・ け が の 原因 に な り ま す 。( 改 造 は 電流 法 違 
反 に な り ま す 。) 


周り に 花 び ん な ど 、 液 体 の 入っ た 容器 を 置か な いこ と 。 液体 が 
こぼれ て 防 浸 加 工 さ れ て いな い 所 に 水 が 入る と 、 炊 災 ・ 感 電 の 
原因 と な り ま す 。 

本 体 や マイ ク に 水 が か か っ た 場合 、 乾 いた 布 で れき と る こと を 
お すす めし ます 。 

湿度 の 高い 所 や 、 冷 た い 所 か ら 切 に 温か い 所 へ 移動 し ます と 、 
製品 に 視 が つく 場合 が あり ます 。 中 が つく と 製品 の 動作 に 悪 影 
響 を 与え 、 故 障 の 原因 と な り ま す の で 、 よ く 乾 燥 させ 、 串 を よ 
く 取 り 除 いて か ら ご 使用 くだ さい 。 


の る の あの の の の の の の 


長 時 間 の 連続 送信 は し な いで くだ さい 。 発熱 の た め 本 体 の 温度 
が 上 昇 し ます の で 、 や けど を し な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 運 
用 直後 、 本 体 の 放熱 部 に 触れ な いで くだ さい 。 


電源 コー ド を 折り 曲げ た り 、 ね じ っ た り 、 傷 つけ た り 、 熱 器具 
に 近づけ た り 、 加 熱し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な り ま す 。 


DC コー ド を 加工 し た り 、 ヒ ュー ズ ホ ル ダ ー を 取り 除い て 使用 
する こと は 絶対 に し な いで くだ さい 。 火 災 ・ 故 障 の 原因 と な り 
ます 。 


ぬれ た 手 で 電源 コー ド に 触れ な いこ と 。 感電 の お それ が あり ま 
す の で 絶対 に し な いで くだ さい 。 


引火 性 の ガス の 発生 場所 で は 、 電 源 を 入れ な いこ と 。 発火 の 原 
因 と な り ま す 。 


この 製品 を 使用 で きる の は 、 日 本 国内 の 陸上 の み で す 。 上 空 、 
海上 や 国外 で は 使用 で きま せん 。 


電子 機器 (特に 医療 機器 ) の 近く で は 使用 し な いで くだ さい 。 
電波 障害 に より 機器 の 故障 ・ 誤 動作 の 原因 と な り ま す 。 


内 部 か ら 漏 れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付着 し た と き は 、 皮 膚 に 障害 
を 起こ す お それ が あり ます の で 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗い 流し 
て くだ さい 。 


航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 中 継 局 周辺 、 病 院内 で 
は 絶対 に 使用 し な いで くだ さい (電源 も 入れ な いで くだ さい )。 
運行 の 安全 や 無線 局 の 運用 、 放 送 の 受信 に 支障 を きた し た り 、 
医療 機器 が 故障 ・ 誤 動作 する 原因 と な り ま す 。 


この 製品 を 人 命 救助 な どの 目的 で 使用 し て 、 万 一 、 故障 ・ 誤 動 
作 な ど が 原因 で 人 命 が 失 われ る こと が あっ て も 、 製 造 元 お よび 
販売 元 は その 責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


この 製品 どう し 、 ま た は 他 の 無線 機 と と も に 至近 距離 で 複数 台 
使用 し な いで くだ さい 。 お 互い の 影響 に より 故障 ・ 誤 動作 ・ 不 
具合 の 原因 と な り ま す 。 


安全 上 の ご 注意 


この 製品 を 何ら か の シス テム や 電子 機器 の 一 部 と し て 組み 込ん 
で 使用 し た 場合 、 い か な る 誤動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 製造 元 お 
よび 販売 元 は その 責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


指定 以外 の オプ ショ ン や 他社 の アク セ サ リ ー 製 品 を 接続 し な い 
で くだ さい 。 故障 の 原因 と な り ま す 。 特 に アン テ ナ は 指定 の も 
の 以外 を 使用 する と 電波 法 に 違反 し ます 。 


本 機 の 故障 、 電 波 環境 や 使用 場所 の 状況 な どか ら 通 信 で き な か 
っ た こと で 発生 し た 、 逸 失 利 益 に 対す る 責任 は 負い か ね ます の 
で ご 了承 くだ さい 。 


あめ る ぐる 


田 運 転 中 の 無線 機 の 使用 に つい て 


車載 型 無線 機 を 運転 手 が 走行 中 に 運用 する 際 は 、 安 全 運 転 を 最 

〈⑳⑩ 大 限 優 先 し て くだ さい 。 操作 パネ ル を 走行 中 に 注視 し て いる と 
道路 交通 法 違反 で 罰せ られ る 可能 性 が あり ます 。 
外部 の 音 が 聞こ えな いよ うな 状態 に し て 運転 し な いで くだ さい 。 
外部 アン プ や 、 大 型 ス ビー カー を つない で 和 廻り の 音 が 聞こ えな 
いよ うな 大 音量 で 受信 し た り 、 耳 を 完全 に 覆う タイ プ の ヘッ ド 
ホン を 使っ た りす る と 加 せ られ る こと が あり ます 。 一 部 の 地方 
自治 体 で は 運転 中 に イヤ ホン ・ ヘ ッ ド ホン 類 を 使用 する こと 自 
体 を 規制 し て いま す の で 、 ご 不明 な 点 は 最寄り の 警察 習 な ど に 
お 尋ね くだ さい 。 


安全 上 の ご 注意 


田 ト ラン 


シー バー 本 体 の 取り 扱い に つい て 


イヤ ホン を 使用 する 場合 、 あらかじめ 音量 を 下げ て くだ さい 。 
聴力 障害 の 原因 に な る こと が あり ます 。 


トラ ン シ ー バ ー は 調整 済み で す 。 こ の トラ ン シ ー バ ー を ユー ザ 
ー が 改造 、 仕 様 変 更 す る こと は 法律 で 禁止 され て いま す 。 


布 や 布団 で 覆っ た り し な いで くだ さい 。 熱 が こも り 、 ケ ー ス が 
変形 し た り 、 炊 災 の 原因 と な り ま す 。 直射 日 光 を 避け て 風通し 
の 良い 状態 で ご 使用 くだ さい 。 


後述 の 説明 以外 の 打 件 で 水 を か けた り 、 水 が 入っ た り し な いよ 
うに ご 注意 くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


水 な ど で ぬ れ や すい 場所 (風呂 場 な ど ) で は 使用 し な いで くだ 
さい 。 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


近く に 小さ な 金属 物 や 水 な どの 入っ た 容器 を 置か な いで くだ さ 
い 。 こ ぼれ た り 、 中 に 入っ た 場合 、 火 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と 
な り ま す 。 


較 異 常時 の 処置 に つい て 


以下 の 場合 は 、 す ぐ 本 体 の 電源 を OFF に し て 、DC ケ ー ブ ル を 
抜い て こく だ さい 。 異常 な 状態 の まま 使用 する と 、 炊 災 ・ 感 電 ・ 
故障 の 原因 と な り ま す 。 修理 は お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま た は 当 
社 サ ービス セン ター に ご 連絡 くだ さい 。 お 客 様 に よる 修理 は 、 
法令 に より 禁止 され て いま す の で 、 絶 対 に お 止め くだ さい 。 


玉 異 常 な 音 が し た り 、 煙 が 出 た り 、 変 な 臭い が する と き 
画 落 と し た り 、 ケ ー ス を 破損 し た り し た と き 

男 内 部 に 水 や 異物 が 入っ た と き 

還 DC ケ ー ブ ル の コー ド が 傷ん だ と き ( 忘 線 の 露出 や 断線 な ど ) 


画 が 鳴り 出し た ら 、 屋 外 で の 使用 時 に は 安全 の た め 本 体 の 電源 
を OFF に し 、DC ケ ー ブ ル を 抜い て 、 ご 使用 を お 控え くだ さい 。 
本 製品 は 雷 に 対す る 保護 や 保証 は 致し て お り ま せん 。 


画 保 守 ・ 


め 


点検 


本 体 の ケー ス は 、 開 け な い で くだ さい 。 け が ・ 感 電 ・ 故 障 の 原 
因 と な り ま す 。 内 部 の 点検 ・ 修 理 は 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また 
は 当社 サー ビス セン ター に ご 依頼 くだ さい 。 


八 注 意 


画 使用 環境 ・ 条 件 


の ② の の の の の の の の 


テレ ビ や ラジ オ の 近く で 使用 し な いで くだ さい 。 電 波 障害 を 与 
えた り 、 受 けた りす る こと が あり ます 。 


湿度 の 高い 場所 、 ほ こり の 多い 場所 、 風 通し の 悪い 場所 に は 置 
か な いで くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


ぐら つい た 台 の 上 や 傾い た 所 、 振 動 の 多い 場所 に は 置か な いで 
くだ さい 。 落ち た り 、 倒 れ た り し て 故障 や けが の 原因 と な る こ 
と が あり ます 。 


幼児 の 手 の 届 く と ころ に は 置か な いこ と 。 け が な ど 事 故 の 原因 
と な り ま す 。 


磁 先 カ ー ド な ど を 近づけ な いこ と 。 無線 機 に 内 蔵 さ れ て いる 磁 
石 や 磁気 を 帯び た 部 品 で 、 フ ロッ ピー ディ スク や キャ ッシュ カ 
ー ド な どの 内 容 が 消去 され る 場合 が あり ます 。 


直射 日 光 の 強い と ころ や 炎天下 の 車 な ど に 長 時 間 放 置 し な いこ 
と 。 発熱 ・ 発 火 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 プ ラス チッ ク や ビニ 
ー ル な ど が 多用 され る マイ ク な どの アク セ サ リ ー は 熱 や 日 光 で 
劣化 し ます の で 特に ご 注意 くだ さい 。 


電子 機器 に 影響 を 与え る 場合 は 使用 し な いこ と 。 自 動車 内 で 使 
用 し た 場合 、 車 種 に より まれ に 車両 電子 機器 に 影響 を 与え る も 
の が あり ます 。 そ の よう な 場合 は 使用 し な いで くだ さい 。 チ ュ 
ー ナ ー・ テ レビ な ど 、 他 の 機器 に 影響 を 与え る よう な と き は 、 
距離 を 離し て 設置 し こく だ さい 。 


本 機 を ハイ ブリ ッ ド カー、 電 気 自動 車 で ご 使用 に な る 場合 、 車 
両 に 搭載 され て いる イン バー ター か ら の ノイ ズ の 影響 を 受け て 、 
正常 に 受信 で き な い こと が あり ます 。 


の の の の の る の の 


防 浸 で す が 、 防 水 で は あり ませ ん 。 ぬ ら さ な いよ うに 心掛け て 
くだ さい 。 


普通 の ゴミ と 一 緒 に 捨て な いこ と 。 発火 ・ 環 境 破壊 の 原因 と な 
り ま す 。 


アン テ ナ 端 子 に は 50O 系 の 同軸 ケー ブル を 使用 し て 、 指 定 の 
アン テ ナ を 接続 し こく だ さい 。 同軸 ケー ブル や アン テ ナ の イン 
ピー ダン ス が 異な っ て いた り 、 ア ン テ ナ の 調整 が 不 完全 な と き 
に は 、 他 の 電子 機器 の 動作 に 影響 を 与え る 原因 と な り ま す 。 


放熱 を よく する た め 、 無 線 機 は で きる だ け 囲 わな いよ うに 設置 
し て くだ さい 。 


車載 用 と し て ご 使用 の 場合 は 、 電 源 コ ー ド を 車 の バッ テリ ー 端 
子 に 直接 接続 し こく だ さい 。 シ ガー ライ ター ソケット へ は 接続 
し な いで くだ さい 。 シ ガー ライ ター ソケット は 取り 出せ る 電流 
容量 が 小さ いた め 、 こ の 製品 の 電源 と し て は 不適 切な 場合 が あ 
り ま す 。 


雷 に 対す る 保護 は な され て いま せん 。 雷 が 接近 し て いる 時 や 、 
発生 が 予想 され る 時 は 屋外 に つなが る アン テ ナ ケ ー ブ ル や 電源 
コー ド を 無線 機 か ら 外 し て くだ さい 。 雷 は 直撃 以外 に も これ ら 
の ケー ブル に 高い 電圧 が か か り 故 障 を 起こ す 原因 に な り ま す 。 


隣接 し て 駐車 し た 自動 車間 で の 通話 な ど 、 極 端 に アン テ ナ 間 の 
距離 が 近い 場合 、 高 出力 で 送信 する と お 互い の 無線 機 に 悪影響 
を 及ぼ すこ と が あり ます 。 極端 に 近い 距離 に 通話 相手 が いる 時 
は 、 お 互い に ロー パワ ー に 切り 換え て 通話 する 事 を お すす めし 
ます 。 


直射 日 光 が あ た る 場所 や 車 の ヒー ター の 吹き 出し 口 な ど 、 異 常 
に 温度 が 高く な る 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 内 部 の 温度 が 
上 が り 、 ケ ー ス や 部 品 が 変形 ・ 変 色 し た り 、 炊 災 の 原因 と な る 
こと が あり ます 。 


調理 台 や 加湿 器 の そば な ど 油 煙 や 湯気 が 当たる よう な 場所 に は 
置か な いで くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あ 
り ま す 。 


安全 上 の ご 注意 


田 ト ラン シー バー 本 体 の 取り 扱い に つい て 
長期 間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 安 全 の た め 必ず 本 体 の 電源 を 
OFF に し て 、DC ケー ブル を 抜い て くだ さい 。 


電源 コー ド 、 マ イク コー ド は 無理 に 引っ ば ぱったり 引き 抜い た り 
し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な り ま す 。 


一 保守 ・ 点 検 


お 手入れ の 際 は 、 安 全 の た め 必 ず 本 体 の 電源 を OFF に し て 、 
DC ケー ブル を 抜い て くだ さい 。 


汚れ た 場合 は 柔らか いき れい な 布 で 乾拭き し て くだ さい 。 

ベン ジン 、 シ ン ナ ー、 ア ルコ ー ル 、 洗 剤 な ど を 使う と 外装 や 文 
字 が 変質 し た り 、 シ ョ ー ト を 誘発 し て 故障 する 恐れ が あり ます 。 
美観 上 以外 に トランシーバ ー を 長く 正常 に お 使い いた だ く た め 
に 定期 的 な 清掃 は 大 変 有 効 で す 。 


画面 塵 防 浸 性 能 に つい て 

この 製品 は 設計 段階 で 外郭 保護 等 級 IP67 規格 の 面 塵 防 浸 試 験 に 合格 し て お 
り 、 保 護 カ バー 類 を 正しく 閉め る な ど 指 定 の 条件 を 満た し て いれ ば 、 雨 や 雪 、 
頑 っ ぽい 環境 の 中 で も お 使い いた だ け ま す 。 但し 砂 軸 の よう な 風圧 や 流水 の 
よう な 水圧 が 掛か る 環境 下 で の 性 能 を 保証 する 物 で は あり ませ ん 。 金属 製 、 
油性 、 酸 や 塩分 ・ 化 学 物質 を 含む 等 、 特 殊 な 粉塵 や 液体 の 場合 は 製品 に 使わ 
れ て いる 素材 や 部 品 に 付着 し て 腐食 、 劣 化 や 故障 の 原因 に な り ま す が 、 保 証 
の 対象 外 で す の で ご 了承 くだ さい 。 また 、 出 荷 前 に 個別 検査 を 行わ な い 「 相 当 
品 ] で す の で 、 汚 れ た り 濡 れ た り し た 時 は 頑 を 払い 、 乾 いた 布 で 拭く な どの メ 
ン テ ナ ンス を 心がけ て いた だ く と 永く 正常 な 状態 で お 使い に な れ ま す 。 保護 
に 使わ れ て いる カバ ー や シー ルド の 素材 は 経年 劣化 の た め 変 質 し 、 保 護 性 能 
が 低下 し ます 。 弊社 で は 外郭 の 保護 性 能 に つい て も 製品 と 同じ 1 年 を 保証 期 
間 と させ て いた だ きま す 。 尚 、 耐 塵 、 防 浸 等 の 言葉 が 直感 的 に 分 か り に くい 
こと か ら 、 カ タロ グ や 説明 書 の 文中 で は 「 防 塵 [防水] な どの 言葉 で 表現 する 
場合 が あり ます 。 
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使用 前 の ご 注意 


人 使用 前 の ご 注意 $$$ 


画 電 波 法 上 の ご 注意 

・ 本 機 は デジ タル 簡易 無線 登録 局 で す 。 使用 する に は あら か 
じ め 、 登 録 ・ 開 設 申請 が 必要 に な り ま す 。 

・ 他 局 の 通信 を 妨害 し た り 、 傍 受 し た 内 容 を 他 に 漏らし た り 、 
傍受 し た 内 容 を 盗用 する こと は 法律 で 固く 禁じ られ て お り 、 
違反 する と 罰せ られ ます 。 

・ 本 機 は 日 本 国内 の 陸上 で の みお 使い に な れ ま す 。 海上 、 上 空 、 
海外 で の 使用 は 違法 と な り 罰 せら れ ま す 。 

・ 他 人 へ の 貸し 出し に は 手続 き が 必要 で す 。 詳し く は 管轄 の 
総合 通信 局 に お た ず ね くだ さい 。 


画 使 用 場所 に より 無線 機 の 使用 が 規制 され て いる 場所 が あり ま 
す 。 次 の よう な 場所 で は 使用 し な いで くだ さい 。 
(航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 病 院内 な ど ) 


画 本 機 を 分 解 、 改 造 し た り 、 本 体 底面 に 貼り 付け て ある 証明 ラベ 
ル を 和 剥が し て 使用 する こと は 法律 で 固く 禁じ られ て いま す 。 


画 高 温 、 多湿 、 直 射 日 光 の 当たる と ころ 、 ほ こり の 多い 場所 は 避 
け て お 使い くだ さい 。 劣化 を 早め る 原因 に な り ま す 。 


画 遂 信 の 出来 る 距離 は 周囲 の 状況 に よっ て 大 きく 異な り ま す 。 
本 機 に 採用 され て いる 電波 は 直進 性 が 高く 、 間 に 建物 や 山 等 の 
障害 物 が ある と 通信 で きる 距離 が 短く な り ま す 。 


田 海 外 で は 法律 や 周波 数 の 割り 当て が 異な る た め 使用 で きま せん 。 
This produot is intended for use only in Japan. 


田 販 売店 で 事前 に プロ グラ ミン グ さ れ て いる 場合 、 本 書 に 書か れ 
た 機能 の 一 部 は 制限 され て いる こと が あり ます 。 詳し く は 、 プ 
ログ ラミ ング し た 販売 店 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


機能 と 特長 


人 ぐ 機能 と 特徴 $@$ ぐ $ 


較 改 正 電波 法 準拠 で ら 5022 年 1 月 1 日 以降 も 使え る デジ タル 
方 式 (DCR-Digital Convenience Radio) トラ ン シ ー バ ー で す 。 
業務 で も 、 レ ジャ ー で も 、 目 的 を 選ば ず 使 えま す 。 


男 秘 話 通信 に より 32.767 通 りか ら 選 べ る コー ド が 合致 し な い 
と 通話 が で き な い 高い 秘話 性 を も っ て いま す 。 


還 5W 機 だ か ら パ ワ フ ル で 通話 エリ ア が グン と 広がり ます 。 


田 DC-DC コン バー タ を 使わ ず に その まま 12V/ ら 4V 車 に 対応 
し ます 。 


画 IP67 相当 の 耐 塵 防 浸 で 、 雨 や 雪 、 水 まわ り の 現場 な ど で も 安 
心して 使え ます 。 


田 話 し た い 人 を 指定 し て 呼び 出す こと も 、 グ ルー プ 全 員 を 一 斉 呼 
び 出 し する こと も 自由 自在 。 


画 付 属 の マイ クロ ホン な ら 700mW、 外 部 スピ ー カ ー 出 力 な ら 
3W の 大 音量 オー ディ オ 出 力 、CALL キ ー、 ベ ル 、 キ ー ロ ッ ク 、 
子 機 問 通話 禁止 、APO、 各 種 ビ ー プ 音 や マイ ク 感 度 の 設定 な ど 
の 定番 機能 搭載 。 


国 別 売 ケ ー ブ ル (EHW-7) を 使用 し パソ コン と 本 機 を 接続 する 
と 、 拡 張 機能 「 シ ョ ー ト メッ セー ジ 機 能 」「 シ ョ ッ ク セ ン サ ー」 な 
ど が 利用 可能 に な り ま す 。 


音声 圧縮 (符号 化 ) 方 式 AMBE+ ら "を 採用 し 、 他 の デジ タル 簡 
易 無線 機 (無線 局 種別 コー ド : 3R( 登 録 局 ) と の 互換 性 を 確保 
し て いま す 。) 

注 : 音声 圧縮 (符号 化 ) 方 式 AMBE 二 "以外 の デジ タル トラ 
ン シ ー バ ー の 互換 伯 は あり ませ ん 。 


7 お 使い に な る 前 に 取り 付け ネジ セッ ト 
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記 時 ネジ タッ プ タ イ ト ネ ジ タッ ピン グ ネ ジ 六角 ナッ ト スプ リン グ 平 ワ リッ シャ ー 
で の ee 付属 品 の 確認 ドド トバ バー (M5x12)x4 個 (M3x8)X ら 個 (M5x80)x4 個 (M5)X4 個 ワッ シャ ー 4 個 x4 個 


本 製品 に は 以下 の も の が 付属 し て いま す 。 ご 使用 前 に 確認 し て くだ さい 。 


取扱 説明 書 ( 本 書 ) 
申請 書類 一 式 
本 機 マイ クロ ホン  EMS-65 Ma 
の ら 
li 』 折 保証 書 に 購入 の 日 付 が 記載 され て いな いと き は 、 レ シー ト を 保証 書 と 一 
ーー ンジ 『 汗 に 保管 し て くだ さい 。 ご 購入 日 が 証明 で きる 書類 が 狂い と 保証 サー ビ 
UL = ] 。 な ス は 無効 と な り ます の で ご 注意 くだ さい 。 
| 1 
/ 
ウ 。 弊社 純正 、 ま た は 多 社 が 認め た アク セ サ リー 以外 を ご 使用 に な っ て 起き た 不 
具合 は 保証 期間 の 有無 を 問わ ず 有 代 修理 に な り ます 。 他 の 無線 機 メー カー 製 
オプ ショ ン 吊 が 使え る か どう か は 検証 し て いな い の で 、 ご 使用 は 推奨 で きま 
DC ケー ブル  UAOOB6 モー ビル ブラ ケッ ト せん 。 アクセサリー 専業 メー カー の 製品 で あれ ば 、 そ の メー カー に お 問い 合 
わせ くだ さい 。 


電源 の 接続 と 


本 機 の 設置 や 取り 付け に は 、 プ ラス ドライバー な どの 簡単 な 工具 が 必要 で す 。 
設置 を 始め る 前 に 本 章 を お 読み の 上 、 必 要 に 応じ た 工具 を ご 用 意 く だ さい 。 


予備 ヒュ ー ズ xX2 個 マイ クハ ン ガ ー FMO385 通話 距離 に 
計 こつ いて 
(SA 1e5V) ・ 本 機 は 使用 する アン テ ナ の 種類 、 ア ン テ ナ の 設置 場所 、 高 さ 、 使 用 する 同軸 
還 寺 3 ケー ブル の 種類 や 長 さ に よっ て 通話 で きる 距離 に 大 き な 差 が 出る た め 定 
還 計 量 的 に は 言え まま せん が 、 数 km か ら 数 十 km の 範囲 が 目安 で す 。 


電源 ・ ア ン テ ナ ・ 外 部 スピ ー カ ー の 接続 


さい 。 


電源 は 車 の バッ テリ 


(182/24V) に 、 直 接 付属 の DC ケー ブル で 接続 し て 下 


リア パネ ル 右 上 の アン テ ナ ケ ー ブ ル 先 の コ 
ル を 接続 し リン グ ネ ジ を 締め 


た ます 。 


本 機 の フ 


(M/PL) タイ プ を 採 専 
く 感 じ ら れ ます が 、 異 常 で は あり ませ ん 。 


ン テ ナ コネ クタ ー は 汎 


し て いま す 。 


外部 スピ 
八 で 外し 


カー を 人 1 
て か ら ご 使 


時 


され る 場合 、 保 護 カ バー と ゴ 


くだ さい 。 


性 が 高く 、 使 いや すい イン チ 
の も の に 比べ て 也 め 合い に 遊び が 多 


ネ ク タ に アン テ ナ の 同軸 ケー ブ 


・ ミリ 両 


] ム リン グ を プラ ス ドラ イ 


加 加 (の 


・DC ケ ー ブ ル を 接続 する と き は お プラ ス と @ 


マイ ナス の 極性 を 間違え な いよ うに 注意 し 


て くだ さい 。 


必 の ) ョ i 二 る 5 


\ ル ダー を 絶対 に 切 


断 し な いで くだ さい 。 


・ DC ケー ブル の コネ クタ 間 
必ず 確認 し て くだ さい 。 


に ゆる み が な いか 


外し た 保護 カバ ー・ ゴ ムリ ング ・ 
ネジ の 3 点 は 本 機 底 部 の 定格 シー 

ト 貼付 部 右上 の 穴 に 収納 し て くだ さ 
い 。 


お 使い に な る 前 に 


ラン シー バー の 間 の 


抽 ・ 本 機 の 出力 イン ピー ダン ス は 500 で す 。 アン テ ナ 、 同 軸 ケ ー ブ ル 、 ト 


が あり ます 。 
・ 外 部 スピ ー カ ー を 使 
ング を 取り 付け こく だ さい 。 


・ 保護 カバ ー や ゴム リン グ な ど は 、 破 損 ・ 紛 失 に 十分 ご 注意 くだ さい 。 
これ ら に 異常 が ある 場合 は 、 正 し く 装 着 さ れ て いて も 防水 性 を 確保 で 


きま せん 。 


ン ピ ー ダ ンス が 異な る と 、 送 信 出 力 低下 に よる 
故障 の 原因 や 、 他 の 電子 機器 (テレ ビ な ど ) の 動作 に 影響 を 与え る こと 


し な いと き は 、 防 水 の た め 保護 カバ ー・ ゴ ムリ 


画 固 定 (屋内 設置 ) で 運用 する 場合 


ご 家庭 で ご 使用 に な る な ど 、 固 定 局 と し て 本 機 を ご 使用 に な る 場合 、 別 売 の 
無線 通信 機 用 電源 (DM-S 104) を ご 使用 くだ さい 。 取り 付け 、 接 続 方 法 な ど 
に つい て は 、DM-S104 付属 の 取扱 説明 書 を ご 参照 くだ さい 。 


U1 


DM-S104 


抽 ・ 接続 前 に は 、 必 ず 電 源 が OFF に な っ て いる か を 確か め て くだ さい 、。 


お 使い に な る 前 に 


固 モ ー ビ ル (自動 車 ) で 運用 する 場合 一 自 動車 へ の 取り 付け 
ー ビ ル (自動車 ) 運 用 で は 、 な に より も 安全 運転 を 優先 し て くだ さい 。 次 の ここ で は 、 グ ロー ブ ボ ックス 下 に 取り 付 
手順 に 従っ て 、 接 続 し こく だ さい 。 ける 場合 に つい て 説明 し ます 。 
人 @ 取 り 付け 場所 Eー ブ ル ブ ラ ケ ッ ト を グロ ー ブ ボ ックス 
車種 に に り レ イア ウト は 異な り ま す が 、 操 作 性 、 安 全 運 転 の 面 か ら 最 適 と 思 トト の 適切 な 位置 に 取り 付け ます 。 付属 の /ー ] 
われ る 場所 を 選ん で くだ さい 。 ワッ シャ ー (4 個 ) と タッ ピン グ ネ ジ (4 9 グル レー 
本 ) で 取り 付け て くだ さい 。 く 下 孔 と し て ゅ 4 土 0. の を あけ た 場合 > 
次 の よう な 場所 は 避け て くだ さい 。 ボディ 
・ ひ ざ が 本 機 に あめ た る 場所 や エア バッ グ の 動作 に 支障 の ある 場所 ワッ シャ ー (M5) 
・ 直接 振動 が 伝わる 場所 2 タッ ピン グ ネジ 
・ カー ヒー タ の 吹き 出し 口 な ど 、 車 内 温度 が 高く な る 場所 モー ビル ブラ ケッ ト の ガイ ド 部 分 に 、 本 (M5 20mm) 
・ マ イク が ハン ドル な ど に 引っ か か る よう な 場所 機 側面 に ある 溝 を 合わ せ 、 カ チッ と 鳴る 
まで スラ イド させ て 固定 し ます 。 モー ビル ブラ ケッ ト 


折 ・ETC や カー ナビ な ど 電 子 機器 か ら な る べく 離し て 設置 し こく だ さい 。 


本 機 を 取り は ず す と き は 、 モ ー ビ ル ブラ = 
ケッ ト 上 の ロッ クレ バー を 押し な が ら 、 ーー ザン 


本 機 を 手前 に スラ イド させ て くだ さい 。 ーー 紀 三 


折 マイ クロ ホン を 持っ て 強く 引っ 張ら な いで くだ さい 本 体 が 飛び 出し ケガ を 


する 可能 性 が あり ます 。 


無線 機 本 体 


画 モ ー ビ ル アン テ ナ の 取り 付け 


較 マ イク ハン ガー の 取り 付け 首 5 
/ 
DCH の 規格 に 準拠 し て 製造 され た 、 市 販 
の アン テ ナ を 使っ て 、 モ ー ビ ル アン テ ナ 


マイ クハ ン ガ ー は 右 図 の よう に 、 タ ッ プ 財 
を 車 に 取り 付け ます 。 走行 中 に 脱落 する 。 


タイ ト ネ ジ (M3x8mm)xX ら を プラ ス 
こと が な いよ うに 、 し っ か り と 固定 し て 折 m ・ 直射 日 光 が 当 る 場所 は さけ て くだ さい 。 夏 の 日 射 し が 液晶 部 に 当る と 一 時 
上 ら 


ドラ イ バ ー で し め て 取り 付け ます 。 
くだ さい 。 こ 画 面 が 黒く な り 見 えな く な り ま す 。 冷却 する と 元 に 戻り ます 。 また 、 直 
射 日 光 は プラ スチ ッ ク の 様 な 外観 部 品 を 劣化 させ る 原因 に な り ま す 。 
・ 設置 や 取り 付け に 使用 する ネジ は 、 付属 また は 指定 の も の を お 使い くだ さい 。 
長 す ぎる と 機器 内 部 の ショ ー ト 、 短 すぎ る と 取り 付け 不安 定 と な り 、 マ イク 
が 落下 し て ディ スプ レイ 部 が 割れ る な どの 故障 の 原因 と な り ま す 。 


アン テ ナ の 同軸 ケー ブル を 、 本 機 に 接続 
し ます 。 接続 に つい て は (cwP.9) を 参照 
し て くだ さい 。 


マグ ネッ ト 基 台 
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本 体 の 名 称 と 動作 


田 フ ロン トバ ネル 


ミア ー ミ 
代 
較 リ アバ ネル 
の 
WWWEts! 
KJ 
トー ペニー ン 
ュー ント ここ イー 
No. 名 称 機能 
① イク ロホ ン 付属 の マイ クロ ホン (EMS-65) が 接続 され て いま す 。 
@⑧ | DC 電源 コー ド DC 電源 を 接続 し ます 。 
③ | 保護 カバ ー 外部 スピ ー カ ー ジ ャ ッ ク の カバ ー で す 。 外部 スピ ー カ 


を 使用 し な いと き は 、 防 水 の 為 に 外さ な いで くだ さ 
い 。 この ジャ ッ ク は ERHW-7 を 接続 する 時 に も 使用 し 
ます 。(c デ P.24) 


④ | アン テ ナ コ ネ ク タ DCR の 規格 に 準拠 し て 製造 され た 市 販 の アン テ ナ ( イ 
ン ピ ー ダ ンス 500 を 接続 し こく だ さい 。 ) 


本 体 の 名 称 と 動作 


較 マ イク ロホ ン (EMS-65) 
ンー イン ジ ケ ー 

左側 の み 点灯 し ます 。 右側 は 

本 機 で は 使わ れ て いま せん 。 


ディ スプ レイ 


⑨ 
一 |IS8Wー 


ie 


金 錠 呈 上 58 


マイ ク 


人 間 ボタ ン は 、 操 作 す る 時 間 に 
よっ て 操作 内 容 が 変わ る 場合 
が あり ます 。 本 書 で は 、 キ ー 

を 短く 押す 場合 を 「 押 す 、 押 

し 」、 1 秒 以上 押し 続け る 場合 


を 「 長 押し 」 と 表記 し て いま す 。 

No. 名 称 機能 

① | PTT キ ー 國 す と 送信 し ます 。 離す と 受信 に 切り 替わり ます 。 

⑧ | FUNC キ ー 「FUNC」 キ ー を 押す と 悦 が 点灯 し て FUNC モ ー ド に な 
り ま す 。 

③ | MONI| キ ー 虹 す と モニ ター 機能 (CPP.12) が 動作 し ます 。 

(④ | 人 / ヤ キー チャ ン ネ ル ・ 各 設定 値 ・ 設 定 項目 の UP/DOWN 

⑤ |ow キー 長押 し する と キー ロッ ク (RP.18) が 動作 し ます 。 

⑥ | +/- キー 音量 を 調整 し ます 。 

⑦ | CALL キ ー 各 設 定 値 や 個別 通信 時 の 相手 局 な ど が 表示 され て いる 

と き に 押す と 設定 値 (全部 、 ま た は 一 部 ) が 点滅 し て 、 

変更 可能 に な り ま す 。 
約 3 秒間 押す と 緊急 通報 機能 (ES P.18) や ブラ イベ 
ー ト チャ ン ネ ル 機 能 (ES P.17) を 動作 させ ます 。 

① [POWER] キ ー | 長押 し する と 電源 を ON/OFF し ます 。 

⑨ | MODE キ ー 各種 モー ド の 変更 や 設定 値 変更 時 の 桁 移動 に 使用 し き 
す 。 
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本 体 の 名 称 と 動作 
2 


① 軸 「FUNC」 キ ー を 押し た と き 点 灯 し ます 。 
受信 し た 電波 と 送信 出力 の レベ ル に 応じ て 三 段 階 に 点 
⑧ | 灯 し ます 。 送信 時 に は 出力 の レベ ル を 表示 し ます 。 
Tlsw fiew fiw 
③ 」 ベル 機能 設定 時 (CPP.20) に 点灯 し ます 。 
④ 秘話 秘話 設定 時 (CYP.22) に 点灯 し ます 。 
⑤ H/M/L/ 図 | 送信 時 の 出力 設定 と 送信 禁止 状態 を 表示 し ます 。 
⑥ の オー ト パ ワ ー オ ブフ 機能 動作 時 (CYP.8) に 点灯 し ます 。 
| 9 ピー カー 設定 (CTP.23) が ON の と き 
点灯 し ます 。 
⑧ 0m キー ロッ ク 動 作 時 <"P.18) に 点灯 し ます 。 
ブライ ベー トチ ャ ン ネ ル (GYP.17) の と き に 点灯 し ま 
⑧ 同 
す 。 
@⑩ 子 子 機 問 通話 禁止 機能 で 子 機 設定 時 (G デ P.22) に 点灯 し 
ます 。 
⑪ で 日 ゅ ショ ッ ク セ ン サ ー 動 作 時 (CPP.24) に 点灯 し ます 。 
⑱ Is ショ ー ト メッ セー ジ 受 信 時 (GSP.24) に 点灯 し ます 。 
@⑱ NO 「MON」 キ ー を 押し て いる 間 、 ユ ー ザ * や 自 局 
の ID グル ー プ が 表示 され ます 。 
) CHO1 送信 ・ 受 信 チ ャ ン ネ ル 番 号 や 各 設 定 内 容 を 表示 し ます 。 


基本 操作 


田 電 源 を 入れ る 


〇 [POWER] キー を 長押 し する と 旧 
入り ます 。 
電源 を 切る と きも 同じ 操作 を し ます 。 


音量 を 調整 する 


量 調節 範囲 は 0 一 42 ま で の 493 段 階 で 
す 。「 填 」 キ ー ま た は 「-] キ ー を 押し て 
信 し な が ら 適 切な 音量 に 調整 し て くだ さ 
い 。 
何 も 音 が 出 て いな い 状 態 で の 音量 調整 は 
「MONI] キ ー を 押し て 、 ザ ー と いう 雑音 
を 聞き な が ら 調 整 し ます 。 


田 チ ャ ン ネ ル を 合わ せる 


「 人 4」 キ ー ま た は 「〒」 キ ー を 押し て CHO1 
ーー CH30 を 選択 し ます 。 

キー を 押し て いる 間 連 続 し て チャ ン ネ ル 
が 切替 わり ます 。 


画 モ ニタ ー 機 能 


「MONI」 キ ー を 押し て いる 間 、 設 定 し た ユー ザー コ 


ニタ ー す る 機能 で す 。 


ー ド に 関わ ら ず 音 声 を モ 


注意 : 秘話 通信 を 設定 し て いる 信号 を モニ ター する と 「 ギ ャ ラ ギ ャ ラ 」 と ノ 


イズ の よう な 音 が 聞こ えま す が 通 話 内 容 を 聞き 取る こと は で きき 


信号 を 受信 し て いな い 時 は 、 ザ ー と いう 雑音 が 


ます 。 


ロゴ 
品 び 


よせ ん 。 


基本 操作 


一 受 信 す る 


信号 を 受信 する と 、 イ ンジ ケー ター が 緑 に 点灯 し 、 受 信 し た 信号 レベ ル に 応 
じ て デ ィ ス プレ イ の アン テ ナ ア イコ ン が 表示 され 、 通 話 条 件 を 満た し て いる 
と き 音 声 が 聞こ える よう に な り ま す 。( 個 別 遂 信 の と き は 相手 局 の 個別 ID が 
表示 され ます 。) ィ キ 

いい 本 8 還 還 内 れ て いま す 。 
アン テ ナ の バー の 数 が 多い ほど 、 強 い 信号 を 受信 し て いる 事 を 示し ます 。 


通信 前 の ご 注意 


全て の デジ タル トラ ン シ ー バ ー に は 電波 法 に 基づく 下記 の 制限 が 設け ら 


キャ リア セン ス 
男 信 する 通信 中 の チャ ン ネ ル で 送信 操作 を 行う と 、 表 示 と 音 で 警告 し 、 送 信 で き な く 
上 する 機能 で す 。 


選 」 キ ー を 押す と 、 イ ンジ ケー ター が 赤色 に 点灯 し 送信 状態 に な か り ま す 。 こ 通 上 中 の 拒 害 を えな いた め に 設 ( られ て いま す 
「PTT」 キ ー を 押し な が ら 、 マ イク に 向かっ て 話し ます 。 マイ ク と 口元 は 約 間際 本 - 


5cm 程 離し て くだ さい 。 ヽ 愛 P 
「PTT」 キ ー を 離す と 受信 待ち 受け 状態 に 戻り ます 。 送信 時 間 制 限 装置 


可 の 送信 で 連続 し て 送信 で きる 時 間 は 、「5 分 以内 ] と 電波 法 で 定め られ て 
重要 DCR ト ラン シー バー は 送信 を 開始 し て か ら 相 手 に 音声 が 聞こ える まで 若干 いま す 。 

の 遅延 が あり ます 、「PTT」 キ ー を 押し た ら 一 呼吸 置い て か ら お 話し くだ さい 。 連続 し た 送信 が 5 分 を 超え る と 自動 的 に 送信 を 停止 し その 後 ] 分 間 は 送信 
・ マイ ク に 向かっ て 話す と き 、 声 が 大 きす ぎ た り 口元 が 近 す ぎ た り する と 、 送 で き な く な り ま す 。 

dc チャ ン ネ ル の 独占 や 無駄 な 長 話 を 防い で な る べく 多く の 人 が チャ ン ネ ル を 
- 連続 送信 等 に より 本 機 の 内 部 温度 が 上 が る と 、 自 動 的 に 送信 出力 を ロー パワ の NB 時 MM 

ー に 切り 換え る 機能 が 備わっ て いま す 。 温度 が 下がる と また 元 に 戻り ます 。 共有 し て 使え る よう に する た め に 設け られ て いま す 。 

特に 24V ご 使用 時 は 温度 が 上 が りや すい の で 注意 し て くだ さい 外 付 け 送信 時 間 制 限 が 働く 前 に 警告 音 を 鳴ら すこ と が で きま す 。(ESPP.25) 

DC-DC コンバー ター を 既に お 使い で あれ ば 、 そ こ か ら 12V 電源 を 取る 方 が 

内 部 発熱 を 抑え る こと が で きま す 。 


加 H 


画 送 信 す る 相手 を 決め る ( 


本 


| 通信 の と き (< デ P.15)) ー 
開 通信 の 互換 性 に つい て 


固 別 通 信 で 相手 局 の 個別 ID・ グ ルー プ を 指定 する と き は 、「CALL」 キ ー を 

し て 表示 を 点 減 さ せ 「A」 ・「 マ | キー で 相手 局 を 選択 し ( 固 別 ID を 指定 し て DR-DPM50 は 音声 圧縮 方 式 AMBE 十 上 WV を 採用 し た 他社 製 の DCR 無 線 機 

送信 する と き 、「CALL」 キ ー を 押し て 点滅 する の は 、 個 別 ID の 一 桁 目 だ け で と 基本 の 音声 通信 (ユー ザ ド ・ デ ジタル 秘話 通信 を 含む お ) は で きま す が 、 

す 。「MODE」 キ ー を 押す と 二 桁 目 、 三 桁 目 と 点滅 する 桁 が 変わ り ま す 。 )、 も RALCWI 方 式 の 無線 機 と は 通話 で きま せん 。 AMBE 方 式 を 採用 する 弊社 製 

う 一 度 [CALL」 キ ー を 押す こと で 決定 し ます 。 DCH 同 士 で は 、 機 種 が 異な っ て も 各種 通信 機能 は 共通 で 使え る よう に 設定 
され て いま す 。 


通信 方 法 


DR-DPM50 で 使用 で きる 通信 モー ド の 概要 と 操 


作 方 法 を 紹介 し ます 。 


ー・………・ ユ ー ザ ー コ ー ド 通信 ……・…… 


セッ トモ ー ド 「 通 信 モ ー ド 」 で ユー ザ ド 通 信 を 選択 し て いる と き 、 こ の 
通信 方 式 に な り ま す 。 (GP.2 1) 

ユー ザー コー ド 有 通信 は 、 同 じ チ ャ ン ネ ル に 合わ せ て いて も 、 ユ ー ザ ー コ ー ド 
が 一 致し て いる 人 同士 だ け で し か 通信 で き な い 方 式 で す 。 


ユー ザー コー ド は セッ トモ ー ド 「 ユ ー ザ ー コ ー ド の 設定 」(cP.21) に より 
000 一 511 の 中 か ら 選 点 こと が で きま す 。 
通信 し た い グ ルー プ の メン バー 全員 に 同じ コー ド を 設定 し て くだ さい 。 


ユー ザー コー ド と は 特定 小 電 力 ト ラン シー バー の 「 グ ルー プ ト ー ク 」、 業 
参考 務 や アマ チュ ア 無 線 の 「 トー ンス ケル チ 」 と 似 た 機能 で す 。 


較 ユ コー ザー コー ド 通 信 の 手順 


① 電 源 を 入れ ます 。 


チャ ン ネ ル を 合わ せ # 


す 。 


③ー 旦 電源 を 切っ て 、 セ ッ ト モー ド の [ 通 
信 モ ー ド 」 に て 「 ユ ー ザ ー コ ー ド 通信 | 
を 選び ます 。(c デ P 1) 


④ 同 じ く セッ トモ ー ド で 「 ユ ー ザ 
の 設定 ] を 選ん で コー ド を 合わ せま 
す 。(GP.21) 


⑤⑥ 「CALL」 キ ー を 押し て 変 
モー ド を 解除 し ます 。 


内 容 を 確定 し た 後 、TPTT」 キ ー を 押し て セッ ト 


す 。 


以上 で 、 ユ ー ザ ー コ ー ド 通信 が 出来 る よう に な り ま 
ユー ザー コー ド 000 で 受信 中 は どの ユー ザ 


注意 年 中 


ー ド 通信 と 個別 通信 (SFP.15) で は 通話 で きま せん 、 ど ちら 


か の 通信 方 式 に 統一 し て お 使い くだ さい 。 


ド の 相手 信号 も 受 


通信 方 法 


で eee 人 別 通信 


セッ トモ ー ド [通信 モー ド 」 で 個別 通信 を 選択 し て いる と き 、 こ の 通信 方 式 に 


。 
ーー ミーー*| 
メーーー 


な り ま す 。(GP.21) 
- 5 ーー 固 別 通信 で は 、 ユ ー ザ ー コ ー ド が 一 致し て いる 複数 の 通話 相手 を 個人 、 グ ル 
ngi kl 昭和 ー ブ 、 全 員 の よう に 指定 し て 呼び 出す こと が で きま す 。 
表示 は 一 例 で す 。 ご 自分 の ID・ グ ルー プ を セッ トモ ー ド で あら か じ め 設 定 し て か ら お 使い 下 


さい 。 


ユー ザー コー ド 通 信 


6 =2 6 画 個 別 通 信 の 設 
li ① 電 源 を 入れ ます 。 


ユー ザー コー ド ユー ザー コー ド 
2 9 @ セ ッ ト モ ー ド の [通信 モー ド 」 に て 「 信 
別 通 信 」 を 選び ます 。(G デ P. ら 1) 
の ⑧ 同 じ く セッ トモ ー ド で 「 ユ ー ザ ー コ 通信 - ト 
キー ペーー ド の 設定 ]」 を 選ん で コー ド を 合わ せま | 個別 通信 
ユー ザー コー ド ユー ザー コー ド す 。(E デ P. ら 1) 
001 321 
④ セ ッ ト モ ー ド の 「 自 局 ID ・「 グ ルー プ ] 
に て 自分 の ID・ グ ルー プ を それ ぞ れ 設定 し ます 。(GSP.21.25) 
| ーーO 〇 ーー と | 
6 ーー 6 ⑧⑥「CALL」 キ ー を 押し て 変更 内 容 を 確定 し た 後 、「PTT」 キ ー を 押し て セッ ト 
ユー ザー コー ド ユー ザー コー ド モー ド を 解除 し ます 。 
321 321 5 四 所 = 
⑥「MODE」 キ ー を 押す こと で 個人 ・ グ ルー プ ・ 全 員 と 通話 相手 を 切替 える 


こと が で きま す 。 


6 ーー ペー ネ テ 6 固 別 通信 の 手順 は 次 ペー ジ か ら 説 明 し ます 。 
ェ ー 〇 ーー 


ユー ザー コー ド ユー ザー コー ド 


000 000 以 外 
折 ユー ザー コー ド 通 信 (GP.14) と 個別 通信 で は 通信 で きま せん 、 ど ちら 
| ト か の 通話 方 式 に 統一 し て お 使い くだ さい 。 


通信 方 法 


固 別 通信 時 の 通常 画面 に は 個別 表示 ・ グ ルー プ 表 示 ・ALL 表示 の 3 種類 が あり 園 グ ルー プ 表 示 の と き 
ます 。 
通話 に は 自分 ・ 相 手 と も 個別 通信 モー ド で ユー ザー コー ド が 一 致し て いる 必要 選択 し た グル ー プ を 呼び 出せ ます 。 
が あり ます 。 
GO1 一 G10 の 10 組 、 設 定 で きま す 。 

画 個 別表 示 の と き [CALL」 キ ー を 押し て 「 グ ルー プ 」 を 点 

- 減 さ は て か ら 「 人 4」・「 マ 」 キ ー で グル ー 
特定 の 一 人 だ け を 呼び 出せ ます 。 プ を 選択 し ます 。 も う 一 度 「CALL」 キ 


ー を 押し て 点滅 を 止め る と 選択 が 決定 
・ 最大 で 200 の 個別 ID が 設定 で きま す 。 CHO 1 -004 し ます 。 

・ 同じ 個別 ID を 複数 の 人 に 割り 当て る こと 

も で きま す 。 

この 場合 は グル ー プ 呼び 出し の よう に 同じ ー 

軒 D の 人 全員 を まとめ て 呼び 出し ます 。 相手 忌 の 全員 選 | グル ー プ 1 


「CALL」 キ ー を 押し て 「 相 手 局 の 個別 ID] を ,------------------------- 、 ぐ 例 > 
点滅 させ て か ら 「4」・「 マ 」 キ ー で 相手 局 を 選 グル ー プ 3 の メン バー を 拉 果 20KEINR 
択 し ます 。 この と き 「MODE」 キ ー を 押す と 表 ! y 1 ! 呼び た いと き 

ん の 婦 グル ー プ 1 , 6 


示 点滅 の 桁 が 移動 し ます 。 も う 一 度 「CALL] 
キー を 押し て 点 減 を 止め る と 選択 が 決定 し ま 


和議 珠 灯 寺 2 6 ID 004 ID0o5 
例 上 た 目 目 上 上 上 ! 6 の =23 SN 上 NMM 
還 


D 番 号 004 の 人 を 呼び た いと き ID 001 


人 e グル ー プ 3 
ジン ! ID 004 ID 005 ! 
DOO42 TI SS 1 


ID 001 


MM 
ご 
| 
NNI 
ト 


通信 方 法 


男 ALL 表 示 の と き DOCOCCCCKCYYYYY ま で 


8 秘話 キー の 一 致し た 無線 機 問 で の み 秘話 
通話 で きる 機能 で す 。 
CHO 1-ALL 秘話 ID1 一 30 に 32.767 通 り の 秘 英 膨 状 5) 


話 キー を それ ぞ れ 割り 当て て お 使い 
いた だ け ま す 。 
(あら か じ め 工 場 出荷 時 に 秘話 ID を 
割り 当て て お り ま す が 、 セ ッ ト モ ー ド 
の 「 秘 話 設定 ](GYP.22) に て に 
変更 が で きま す 。 


ーー 表 じ な い 隔 に 信号 を 
受信 する と 「 ギ ャ ラ ギ ャ ラ 」 と ノイ 
ズ の 様 な 音 が 聞こ えま す 。 


ID 008 ID 003 
< 例 > ッ ーー レア トーーーーーーーーーーーーーーーーー 
全員 を 呼び た いと き GIANGRSMRIMRSISI2EN3 ト ee 二 
: 6 吉 ……… プ ライ ベー トド チャ ン ネ ル 機 能 ・…・ 
1 グル ー プ ら 6 
ルツ 持 定 の チャ ン ネ ル を プラ イベ ー ト チャ ン ネ ル と し て 設定 する こと で 、 よ く 使 
: ID 004 ID 005 H う チ ャ ン ネ ル と の 切替 を 簡単 に し ます 。 
お セッ トモ ー ド 「CALL キ ー の 役割 」 を 「 プ ライ ベー ト CH 呼 出 」 に 設定 し (G* 
Doo1 ON HRP CRE P.68)、 セ ッ ト モー ド 「 プ ライ ベー トチ ャ ン ネ ル 設 定 ] に て チャ ン ネル を 設定 


し て ご 利用 くだ さい 。(GP.2 ら ) 


| 人 の | 「CALL」 キ ー を 約 3 秒 押し 続け て いる と 


設定 され た 、 ブ プラ イベ ー ト チャ ン ネ ル に 
ID006 IDO007 。 1 移行 し ます 。 この と き 左 下 に アイ コ 呼出 CH15 
還 が 点灯 し ます 。 


も う 一 度 「CALL」 キ ー を 押し 続け る と 元 | 園 


| の チャ ン ネ ル に 戻り ブライ ベー ト チ ャ ン 
ルー ネル を 解除 し ます 。 


NM 


…… 呼び 出し 用 チャ ン ネ ル (CH15) …… 


CH15 は 呼び 出し 用 チャ ン ネ ル と な っ て お り 、 ユ ー ザ ー コ ー ド 通信 ・ 個 別 


通信 ・ 秘 話 通信 は で きま せん (設定 も で きま せん )。 また 、 この チャ ン ネ ル は 
呼び 出し 用 チャ ン ネ ル で す の で 通話 相手 を 呼び 出し た 後 は 別 の チャ ン ネ ル 
に 移っ て か ら 通 話し て くだ さい 、。 


便利 な 機能 


・… の の ・ 子 機 問 通話 禁止 機能 ・・…・・・・ 


親 機 と 子 機 問 の み 通信 可能 に し 、 子 機 ど うし の 通信 は 禁止 させ る こと が で き 
る モー ド で す 。( 親 機 ど お し の 通信 は 可能 で す 。) 
セッ トモ ー ド [「 子 機 問 通話 禁止 機能 ] (GGPP.22) で 親 機 と 子 機 を ちら か じ め 


【 便利 な 機能 


N、_ ジグ 


mt キー ロッ クト ドー ドド ーー 設定 し て か ら ご 使用 下さ い 。 子 機 に 設定 され る と 「 子 機 ア イコ ン ] が 点灯 し ま 
す 。 
使用 時 に 誤っ て キー が 操作 され る こと を FR 
防ぐ 機能 で す 。 「 0m 」 キ ー を 2 秒 以上 ン 」 い 
す と キー ロッ ク が 設定 され 、 デ ィ ス プレ い 賠 U ] 
イ に 「 鍵 アイ コン 」 が 点灯 し ます 。 キー 
ッ ク 時 、 送 信 、 モ ニタ ー 機 能 、 音 量 調整 、 
緊急 通報 機能 、 電 源 の ON/OFF の 操作 
の み が 可 能 で す 。 キー ロッ ク を 解除 する と き は も う 一 度 「 0m 」 キ ー を 2 秒 
以上 押し て 「 鍵 アイ コン 」 を 消し て くだ さい 。 
PORRREOEOROROROKROR」 リセ ッ ト PCEEIOEEOIOIOEROKORRO 
一 度 電源 を 切り 「MONI」 キ ー「 0m 」 キ ー 
を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と 「HESET] 
が 表示 され 、 そ こ か ら 再 度 「CALL」 キ ー RESET 
を 押す と ご 購入 時 の 初期 状態 に な り ます 。 
|”] この 機能 を 使わ な いと き は セッ トモ ー ド の 設定 を 変え な いで くだ さい 。 
販売 店 に よっ て 納入 前 に 各 設 定 が ブロ グラ ミン グ さ れ て いる 時 は 、 リ セ 参考 この 機能 を 使う と きだ け 設 定 を 子 機 に し て お 使い くだ さい 。 


ッ ト が 使え な いこ と が あり ます 。 


[CALL」 キ ー を 約 3 秒 押す こと で 、 自 分 ・ 
相手 と も アラ ー ム 音 が な り 、 相 手 に 自分 
の ID を 知ら せま す 。 

分 は も う [CALL」 キ ー を 約 3 秒 、 
相手 は 「PTT」 キ ー を 押す こと で アラ ー ム 
が 止ま り 表示 が 元 に 戻り ます 。 
セッ トモ ー ド の 「CALL キ ー の 役割 ] を 「 エ 
マー ジェ ン シ ー」 に 設定 し て か ら ど ご 利 
くだ さい 。(G デ P.2 ら ) 


/ 


セッ トモ ー ド 


DR-DPM50 を も っ と 使い や すく する た め に 、 各 


種 機能 の 動作 を カス タマ イズ で きま す 。 


ーー セット モード 一 覧 ・…・……・ 
一 簡易 セッ トモ ー ド 


セッ トモ ー ド 


項 目 表示 項目 初期 値 設定 値 参照 

子 機 問 伯 話 禁止 機能 子 機 問 通 話 禁 止 | 親 機 | 親 機 / 子 機 P.2 ら 

送信 制限 警告 音 送信 制限 警告 ON OFF/ON 選 @ ら @ 

オー ト パ ワ ー オ フ | APO OFF_IOFF/30 分 /1| ~ 6 時 間 P.22 

表示 タイ マー 表示 ター OFF IOFF( 向 )/5・10 P.53 
・30 秒 /1 分 

コン トラ スト 設 トス ト 8 el P. ら 3 

照明 設 照明 設定 5 秒 | 消灯 /5・10・201P.23 
・30 秒 / 常 灯 

明る さ 設 明る さ 普 鹿 い / 標準 / 明るい | P.23 

YHM 化 "- か 設 名 羽化 "カー ON IOFF/ON P.53 

デュ アル オペ レー ショ ン 機 衣 | Dual Operation| OFF IOFF/ON P. ら 3 

デュ アル メイ ンチ ャ | Dual main CH ] ^90 P. ら 4 

ン ネ ル 設 

デュ アル サブ チャ ン | Dual sub CH ど ^90 P. ら 4 

ネル 設 

デュ アル 再開 時 間 設 定 | Dual Timer 5 秒 |1<10 秒 P 24 

上 空 用 チャ ン ネ ル 設 定 | 上 空 用 チャ ン ネ ル | OFF |OFF/ON P.24 


項 目 表示 項目 初期 値 設定 値 参照 
送信 出力 設 送信 リー High | OFF/Low/ P.20 
Middle/High 

スケ ル チ 調 整 巡 好 ら 1 9 P.20 

エン ド ピ ー エン ド ピ ー OFF | OFF/ON P.20 

マイ ク 感 度 Y 人 感度 標 > 低い / 標準 / 高 い | P.20 

ベル 機能 BELL OFF | OFF/ON P. ら 0 

ビー プ 音 量 設 ビー プ 音 量 設 定 | ら OFF/1 一 4 P. ら 0 

PTT ビー プ PTT ビー プ OFF | OFF/ON P. ら 

較 セ ッ ト モ ー ド 

項 目 表示 項目 初期 値 設定 値 参照 

通信 モー ド 通信 t- ド ユー ザー | ザー イド 通信 P. ら 
コー ド 通 人 | / 個別 通信 

ユー ザー コー ド の 設定 | - ザ サー ユート 000 |O000 51 P. ら 

自 局 ID 局 ID 001 |O001 一 00 P. ら 

個別 呼出 時 の 切り 替え | 個別 評 出 時 の 切替 | OFF |OFF/5 秒 /10 秒 /30 利 P.2 
啓 な し )|/60 秒 / 全 に 功 り 准 わ る 

GRP (グル ー プ 時 ) | GHP 呼出 時 の 切替 | OFF |OFF/5 秒 /10 秒 /30 御 P. ら 

呼出 時 の 切り 替え 作 啓 な し )|/60 秒 / 全 に り 蒼 わ 9 

全員 呼出 時 の 切り 替え | 全員 呼出 時 の 切替 | OFF |OFF/5 秒 /10 秒 /30 稲 P. ら 
( り 詳 な い )|/60 秒 / 完 年 に 切り 替わる 

[人 ム ] [ マ ] キー 単独 の | 人 4 マキ ー 単 独 の チャンネル チャンネル 変更 / | P.2 

動作 動作 変 個 I モ ー ド の 変更 

相手 局 ID の 選択 | 相手 局 ID の 選択 | 全て の | 全て の ID/ 名 前 の あ | P.22 

ID | る D の み 
グル ー プ 局 の ゲル ア 01 |O1 王 10 P.2 ら 
秘話 設 秘話 選択 OFF |OFF/1 ~ 30 P. ら 2 
(00001-32767) 
CALL キー の 役割 |CALL キ ー | フラ イベ バー | エマ ー ジ ェ ソ ツー/ P.2g 
の 役割 ト CH 呈 | ライ ベー ト CH 時 
プラ イベ ー ト チャ ン ネ ル 設 定 | 7 放 - ト CH 番号 15 |1-30 P.2 ら 


19 


20 


セッ トモ ー ド 


簡易 セッ トモ ー ド 


@ 簡 易 セ ッ トモ ー ド の 設定 方 法 
①「FUNC」 キ ー を 押し た 後 周 アイ コン が 表示 され て いる 間 に 「MODEI 
を 押し て 簡易 セッ トモ ー ド に 入り ます 。 


TT 


⑧「 人 人 」 ・「 ヤ 」 キ ー を 押し て 設定 し た い 項 目 に 合わ せま す 。 

⑧「CALL」 キ ー を 押し て 設定 値 を 点滅 さ せ て 「A4」 ・「 マ 」 キ ー で 設定 内 容 を 
変更 し ます 。 

もう一度 [CALL」 キ ー を 押し て 設定 内 容 の 点滅 を 止め る と 設定 が 決定 し 


⑤「PTT] キ ー を 押す と 簡易 セッ トモ ー ド か ら 通 常 の 通話 が で きる 状態 に 戻 
り ま す 。 


送信 出力 を 設定 し ます 。 


High 
Middle: 
Low 
OFF 


圧 
[SO 
「O 
ミ 
ミ 
M 
Bi 
丁 
1 Ge 


ol 州 ou9 
ぃ | | 


言 し な い 人 (「 圏 ] が 点 知 
言 専用 の 端末 た し て も ご 利用 で 


送信 出力 を 小さ くす る と 、 発 熱し に くく な り ま す 。 


田 ス ケル チ 調 整 


信号 の 強 さ に よっ て 受信 が で きる レベ ル 
を 設定 で きま す 。 
スケ ル チ レ ベル は 1 ~ 9 の 間 で 設定 で き 

ます 。 例え ば 、 い 信号 を 受信 し た い 時 

は レベ ル を 低く 、 逆 に 強い 信号 の 局 と し 

が 通話 し た く な い 時 は 高め に レベ ル を 設 

定 し ます 。 

コ アナ ログ 無線 機 の よう に レベ ル 最 低 時 に 「 ザ ー」 と ノイ ズ が 聞こ える こと 
参考 は あり ませ ん 。 この 設定 は 頻繁 に 変え る 必要 は あり ませ ん 。 


4 上 
2 


画 エ ンド ピー 


送信 側 で PTT を 離し た と き に 受信 側 で 
ピー 音 を 鳴ら し 、 送 信 の 終了 を 確実 に 受 
信 側 に 伝え る た め の 機 能 で す 。 受信 側 で 
設定 し ます 。 


ON : 有効 
OFF : 無効 


田 マ イク 感度 


Y イ 9 感度 


マイ ク 感 度 は 低い / 標 準 / 高 い の 間 で 設 | 標準 
定 し ます 。 


イク の 感度 を 設定 し ます 。 


音 が 歪む と 言わ れる 時 は 「 低 い ] に 、 声 が 
小さ いと 言わ れる 時 は 「 高 い ] に し ます 。 


園 ベ ル 機 能 


信号 を 受信 する と ベル 音 と アイ コン の BELL 
点滅 で お 知ら せ す る 機能 で す 。 ON 


ON : 有効 (ベル アイ コン が 点灯 し ます 。) 
OFF : 無効 


田 ビ ー ブ 音 量 設定 


ビー ゴ 音 量 は 1 ( 引 ) ら 4( 大 ) で 設定 で き 
OFF に する と 鳴ら な く な り ま す 。 但し 、 
ベル .PTT ビー プ . 警告 音 は 設定 が OFF 
で も 最小 の 音量 で 鳴り ます 。 


田 PTT ビープ 


デジ タル トラ ン シ ー バ ー で は [PTT] 
キー を 押し て すぐ に 話し 出す と 、 通 話 
の 始ま り が と ぎれ て 聞こ える 「 頭 切れ ] 
を 起こ し ます 。 この 僅か な 遅延 期間 ( 
0.5 秒 程度 ) を 計り 、 話 し て も よい タイ 
ミン グ を 「 ピ ッ 」 音 で 知ら せま す 。 

ON : 有効 

OFF : 無効 


セッ トモ ー ド の 設定 方 法 
① 一 度 電源 を 切り 「CALL」 キ ー を 押し 
な が ら 電 源 を 入れ る と セッ トモ ー ド 
こ 入 り ま す 。 (ディ スプ レイ に 「SE 
ODE」 と 約 2 秒間 表示 され ます 。 ) 
[ し て 設定 し た い 


SET MODE 


⑧[CALL」 キ ー を 押し て 設定 値 を 点滅 させ て 「A」・「w」 キ ー で 設定 
変更 し ます 。 (設定 値 の 桁 数 が 多い と き は 、 
ー を 押す と 、 桁 移動 する こと が で きま す 。) 


設定 値 が 点滅 中 に 「MO 


内 容 を 
DE」 キ 


④ も う 一 度 「CALL」 キ ー を 押し て 設定 内 容 の 点滅 を 止め る と 設定 が 決定 し 


一 自 局 ID 


央 


別 通信 で 使用 する 自分 用 の ID を 001 


ーー ら 00 の 間 で 選択 で きま す 。 


一 個別 呼出 時 の 切り 替え 


央 


出 


別 通信 で 自 局 の 設定 に 関係 な く 個 別 呼 
し され た 場合 、 個 別表 示 に 一 定時 間切 り 


切 


替わっ た 後 、 元 の 設定 に 戻る 方 式 と 完全 に 


り 替 わる 方 式 を 設定 で きま す 。 


田 GRP( グ ルー プ ) 呼 出 時 の 切 
り 替 え 


央 


別 通信 で 


局 の 設定 に 関係 な く グ ルー 


主 


プ 呼 出し され た 場合 、 グ ルー プ 表 示 に 一 定 


間切 り 替 わっ た 後 、 元 の 設定 に 戻る 方 式 
完全 に 切り 替わる 方 式 を 設定 で きま す 。 


画 全 員 呼 出 時 の 切り 替え 


別 通 信 で 自 局 の 設定 に 関係 な く 全員 呼 


⑤「PTT」 キ ー を 押す と セッ トモ ー ド か が ら 通 常 の 通話 が で きる 状態 に 


田 通 信 モ ー ド 


コー ザー 
択 す る 項 


ー ド 通信 か 個 
で す 。 


| 通信 か を 選 


較 コ ユー ザー コー ド の 設 


ユー ザー コー ド を 000 一 51 1 の 間 で 
選択 で きま す 。 


通信 も - ド 


1- ザ す - ユ ー ド 通信 


切 


し され た 場合 、ALL 表 示 に 一 定時 間切 り 


替わっ た 後 、 元 の 設定 に 戻る 方 式 と 完全 に 


り 替 わる 方 式 を 設定 で きま す 。 


画 [ 人 4] [ マ ] キ ー の 単独 の 動作 


[人 る] [ヤヤ] キー を 単独 で 押し た 時 に チャ ン 


還 3 


ル 変 更 か 、 個別 モー ド の ID( ま た は グル 


定 
え 
gd 


プ 番 号 ) 変 更 か を 設定 で きま す 。 この 設 


を 変更 する と 、 チ ャ ン ネ ル 番 号 切 り 替 
ID( ま た は グル ー プ 番号 ) 切 り 替 えと 


ID( ま た は グル ー プ 番号 ) 切 り 替 え の 操 作 


方 


法 が 入れ 替わり ます 。 


セッ トモ ー ド 


自 局 ID 
001 


個別 呼出 時 の 切替 
OFF (切替 えな し ) 


GRP 呼 出 時 の 切替 
OFF (切替 えな し ) 


全員 呼出 時 の 切替 
OFF (切替 えな し ) 


4A マ キー 単独 の 動作 


チャ ン ネ ル 変 更 
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セッ トモ ー ド 


較 相 手 局 ID の 選択 2 ー トチ ャ ン ネ ル 

ヽ 設 0a3S 円 
すべ て の ID を 表示 する か 、 名 前 の ある ID 相手 局 ID の 選択 4 - ト CH 番号 
の の み を 表示 する か 選択 で きま す 。 全て の ID プラ イベ ー ト チャ ン ネ ル に 割り 当て る チ 
名 前 を つけ た い 場 合 は 、 販 売店 に ご 相談 ャ ン ネ ル を 設定 し ます 。 
くだ さい 。 _- 

男子 機 問 通話 禁止 機能 
7 ゝ 環 王 本 本 
圏 グル ー プ 子 機 問 通話 禁止 機能 (G デ P.18) で 親 機 子 機 問 通 話 禁 止 
5 が 子 機 (「 子 機 ア イコ ン 」 が 点灯 し ます 。 ) 

固 別 通信 で 使用 する 、 グ ルー プ 区 分 を 設 | 自 局 の ヶ ル 7 か を 設定 する 機能 で す 。 
定 し ます 。 


最大 10 の グル ー プ (01 一 10) に 分 ける 
こと が で きま す 。 


画 秘 話 設定 
秘話 通信 (SSP.17) で 使 
ー を 設定 し ます 。 


① 秘 話 ID の 設定 
秘話 ID を 下記 の 中 か ら 選 択 で きま す 。 


注意 この 機能 を 使わ な い 時 は 、 設 定 を 親 機 の まま 変更 し な いで くだ さい 。 


| 
田 送 信 制 限 警 告 音 
送信 時 間 制 限 装置 <"P.13) に よる 、「5 送信 制限 警告 


分 間 」 の 連続 送信 時 間 に 近 づい た こと を ON 
警告 音 を 鳴ら し て 知ら せる 機能 で す 。 


送信 終了 30 秒 前 「 ビ ビビ 」 


・ OFF 送 
・ 1 一 30( 秘 話 ア イコ ン が 点灯 し ます 。) | 秘話 キー 詳細 設定 送信 終了 5 秒 前 「 ピ ー」 
1(12345) 
@ 秘 話 キー の 設定 肖 旨 OFF : 警 告 音 を 鳴ら さ な い 
秘話 ID が 1 一 30 の 秘話 ID を 選択 し て ON 警告 音 を 鳴ら す 
いる 時 (ID は 点 減 し て いな いと き ) に 
MODE」 キ ー を 押す と ID に 割り 当て 人 送信 時 間 制 限 装置 が 動作 する ど 強 制 的 に 受信 状態 なり 、 そ の 後 1 分 間 
て いる キー が 点滅 し て 変更 で きる よう |N 、 は 送信 で きま せん 。 
こ な り ます 。 
(この と き 「MODE」 キ ー を 押す と 点 減 ー ト パパ ワー 
し て いる 桁 が 移動 し ます 。 ) 一 オー トバ ワー オフ 9) 
3 ミロ APO 
ーー の 衝 宇 動 電 源 オ フ (Auto Power Off) 設 定 
一 CALL キ ー の 役割 MI 生 この (9 し た 時 間 全 く キ ー を 操作 し な いと ビー 30 分 
『 和 2 rALL キ ー の 役割 プ 音 が 鳴り 自動 的 に 電源 が 切れ ます 。 
「CALL」 キ ー を 3 秒間 押し 続け た と き の プ 2 - ト CH 呼出 OFF/30 分 /1 一 6 時 間 か ら 選 択 で きま 
動作 を 下記 の どちら か に 割り 当て ます 。 AS 


EXー ポ ジジ : 緊 切通 報 機能 (G デ P.18) 
プラ イベ ー ト CH 呼出 : プラ イベ ー ト チャ ン ネ ル 機 能 (GSPP.17) 


セッ トモ ー ド 


田 表 示 タ イマ ー 較 マ イク ロホ ンス ピー カー 設定 I 
チャ ン ネ ル や 相手 局 の 個別 ID・ グ ルー プ 外部 スピ ー カ ー を 使う 時 に 本 機 の マイ ク | 72h2XE'- た 
等 ディ スプ レイ に 表示 され る 情報 を 番 段 | 表示 9 ヤー の スピ ー カ ー を 鳴ら すか どう か 選べ ます 。| ON 
a え な くす る 機能 で す 。 設定 し た 時 間 無 | OFF( 常 灯 ) 
操作 が 続く か が 「PTT」 キ ー を 押す と 回 り に 


Bm え な いよ うに 表示 を 隠し ます (バー が ON : 音 を 出す 。 (スピ ー カ ー ア イコ ン が 点灯 し ます 。 ) 

表示 され ます 。) 表示 タイ マー 作動 中 OFF : 音 を 出さ な い 。 

OFF( 常 灯 )/5・10・30 秒 /1 分 か ら 選 

訳 で きま す 。 警告 : この 設定 を OFF に し て 外部 スピ ー カ ー を 外す と 本 機 側 の マイ クス ピー 
キー 操作 を する と 通常 の 画面 が 表示 され カー か ら 音 が 出 ませ ん 。 (この 状態 で は 「 ス ピー カー アイ コン 」 が 消え 
ます 。 ieUigsg5o ) 


本 機 の スピ ー カ ー を 鳴ら す に は この 設定 を ON に 戻し こく だ さい 。 


ーー デュ ア ペレ ー シ ゃ 
圏 コ ント ラス ト エフ ルオ ペレ ーション 

肥 
Dual Operation 
メイ ン / サ ブ の ら つ の チャ ン ネ ル を 1 秒 | OFF 
ご と に 交互 に 受信 し 、 そ の どちら と も 通 
話す る こと が で きま す 。 ON に する と 、 
CH1 と CH30 の 間 に デ ュ ア ルオ ペレ ー 


ディ スプ ブレ イ 文 字 の 濃 さ を 1 一 10 の 間 322 
で 調節 で きま す 。 


照明 設 

還 照 明 設 定 ショ ン 専 用 チャ ン ネ ル が 表示 (反転 表示 ) 
症 キ れ まま 
ディ スプ ブレ イ の 上 明 の 設定 で す 。 照明 設定 4089 
消灯 /5・10・20・30 秒 / 常 条 か ら 選 | 5 秒 0 
択 で きま す 。 タイ マー( 秒 ) を 選ぶ と 、 キ EE 
ー 操 作 後 設定 し た 時 間 が 経つ か 、PTT 1 
0 折 デュ アル オペ レー ショ ン 機 能 が 設定 され て いる と き は 、 モ ニタ ー 機 能 は 
|N 使え ませ ん 。 


較 明 る さ 設 

本 機 は ディ スプ レイ 照明 の 明る さ を 、 暗 

い / 標 準 / 明 る い の 3 段 階 で 調整 する こ | 明る さ 
と が で きま す 。 標準 
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セッ トモ ー ド 


圏 デュアル メ イン チャ ン ネ ル 
設定 


デュ アル オペ レー ショ ン 機 能 の メイ ン 側 
の チャ ン ネ ル を 設定 し ます 。 メイ ン 側 を 


送信 する と き は 、[PTT] キ ー を 押し ます 。 


Dual main CH 
1 


メイ ン 側 を 受信 し た 場合 は 「 メ イン 側 入 感 あ り 」 と 表示 され 「 ピ ッ 」 と 音 が 


鳴り ます 。 また 、 サ ブ 側 を 受信 し た 


「 ピ ピッ 」 と 音 が 鳴り ます 。 


圏 デュアル サブ チャ ン ネ ル 
設定 


デュ アル オペ レー ショ ン 機 能 の サブ 側 の 
チャ ン ネ ル を 設定 し ます 。 サブ 側 を 送信 
する と き は 、[MONI] キー を 押し ます 。 


圏 デ ュ ア ル 再 開 時 間 設 


設定 値 1 一 10 秒 (初期 値 5 秒 ) 
デュ アル オペ レー ショ ン 機 能動 作 中 、 通 


話 が 終了 し て か ら 交 互 受 信 が 


開 す る 8 


で の 時 間 を 変更 する こと が で きま す 。 


田上 空 用 チャ ン ネル 設 


上 空 用 チャ ン ネ ル (S 1 一 S5) の 使用 を 設 


定 し ます 。 
OFF : 使用 し な い 
ON : 使用 する 


昌 合 は 「 サ ブ 側 入 感 あり 」 と 表示 され 


Dual sub CH 
2 


Dual Timer 
5 


上 空 用 チャ ン ネ ル 
OFF 


チャ ン ネ ル で は 、 送 信 で きき 


ませ ん 。 (送信 


H 力 表示 が 圏 に な り ま 


PC 拡張 機能 


別売 の ERW- ア ケー ブル を 使い 、 パ ソコ ン か ら 設 定 を する こと で DR-DPM5 
0 の 機能 を 拡張 する こと が で きま す 。 

詳細 は 、 弊 社 ホ ー ム ペー ジ (http://Wwww.alincO.Co.jp/ 一 電子 事業 部 ) に 掲 
載 し て いま す 。 

・ シ ョ ー ト メッ セー ジ 機 能 

短い メッ セー ジ を 相手 に 送る こと が で きま す 。 

・ シ ョ ッ ク セ ン サ ー 

本 機 の マイ ク 部 に は 振動 を 感知 する セン サー を 搭載 し て いま す 。 急 に 無線 
機 ( マ イク ) を 移動 ご せ た り する と 音 や 電波 を 出す 機能 で す 。 


注意 これ ら の 機能 は 、 本 機 の キー 操作 で は 設定 で きま 


に ・ 参 考 


田 マ イク ロホ ン の 取り 付け 


別売 の オプ ショ ンマ イク ロホ ン は 下図 


謀 ロ 謗 


@ [上 」 Ioo( 計 っ 


圏 ヒ ュー ズ の 交換 


本 体 裏 側 図 


の よう に 取り 付け ます 。 


ヽ \ マ イク ロホ ン 


コイ ン 状 の も の を 使用 し 
て 、 ネ ジ を 緩め て ブラ グ 
を 外し ます 。 新しい マイ 
ク を 取り 付け る と き は し 
っ か り ネ ジ 止 めし て くだ 
さい 。 


付属 の DC ケー ブル は ヒュ ー ズ (5A/ 125V) が 2 本 使わ れ て いま す 。 
ヒュ ー ズ が 切れ て 電源 が 和信 ら な く な っ た と き は 、 不具 合 の 原因 を 
取り 除い た あと 下図 の よう に ヒュ ー ズ を 取り 換え て くだ さい 。 


ジス 


注意 : スペ ア ヒ ュ ー ズ (5A/ 125V) を お 使い くだ さい 。 


指定 外 の ヒュ ー ズ の 使 


な り ま す 。 


ヒュ ー ズ 
(5A125V) 


は 製品 の 保証 対象 外 と 


次 の よう な 剖 


PICK 故障 と お 考え に な る 前 に PP 


E 状 は 故障 で は あり 8 


復 す る 場合 が あり 8 


ィ い 、 改 め て 必要 な 設定 を し て くだ さい 。 


ませ ん の で 、 よ く お 確 か め に な っ て くだ さい 。 
処置 を し て も 異常 が 続く と き は 、 リ セッ ト (GP.18) を する こと で 症状 が 
ます 。 本 機 が 思う よう に 動か な いと き は 一 度 り セッ ト を 


症 状 原 処 置 
電源 を 入れ て | DC ケー ブル が 接触 不良 を 起 | 端子 の 汚れ を 清潔 で 乾い た 
も 、 デ ィ ス プレ | こし て いる 。 布 や 綿棒 で 拭っ て 取り 除く 。 
イ に 何 も 表示 | 電源 の ( 十 ) 端 子 と (一 ) 端 子 の | DC ケー ブル (付属 品 ) の 赤 
され な い 。 接続 が 逆 に な っ て いる 。 色 側 を ( 十 ) 端子 、 黒 色 側 を 

(一 ) 端子 に 接続 し こく だ さい 。 
ヒュ ー ズ が 切れ て いる 。 ヒュ ー ズ が 切れ た 原因 を 除 
いた あと 、 指 定 容量 の ヒュ ー 
ズ と 交換 し て くだ さい 。 
ディ スプ レイ | 明る さ 設 定 が [暗い ] に な っ て | 明る さ 設 定 を [標準 ] [明る 
の 表示 が 暗い 。 いる 。 い ] に 設定 し て くだ さい 。 
ディ スプ レイ | CPU が 誤 作 動 し て いる 。 リセ ッ ト す る 。 
の 表示 が 異常 DC ケー ブル を 一 旦 抜 いて 
に な っ て いる 。 度 接続 し こく だ さい 。 
スピ ー カ ー か | 音量 が 低 すぎ る 。 適切 な 音量 に 設定 する 。 
ら 音 が 出 な い 。 スケ ル チ レ ベル が 高 す ぎる 。 適切 な レベ ル に 調整 する 。 
受信 で き な い 。 「PTT」 キ ー が 押さ れ 、 送 信 状 | 「PTT] キ ー を 離す 。 
「 ギ ャ ラ ギ ャ ラ ]」 | 態 に な っ て いる 。 
音 が 聞こ える 。 イク ロホ ンス ピー カー 設 イク ロホ ンス ピー カー 設 


送信 が で き な 


い 。 


送信 し て ぅ 
答 が な い 。 


尺 


定 が [OFF] に な っ て いる 。 


定 を [ON] に する 。 


秘話 キー が 一 致し て いな い 。 


「PTT」 キ ー が 確実 に 押さ れ 
て いな い 。 


秘話 キー を 一 致 さ せる 、 も し 
く は 送信 側 と 受信 側 の 秘話 
キー を OFF に する 。 
「PTT」 キ ー を 押し て 、 イ ンジ 
ケー ター を 赤く 点灯 させ る 。 


チャ ン ネ ル (周波 数) や 通信 
設定 が 間違っ て いる 。 


相手 局 と 通信 可能 な チャ ン 
ネル ・ 設 定 に 正しく 合わ せる 。 


キャ リア セン ス が 働い て い 
る 。 


他 の 電波 が な く な る の を 待 
つて か ら 送 信 す る 。 


送信 出力 が [OFF] に な っ て 
いる 。 


送信 出力 を [Low] ,[Middle] 
.[High] に する 。 
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症状 原 処 置 
受信 で き な い 。 アン テ ナ が 接続 され て い | アン テ ナ を 確実 に 接続 し 
な い 。 て くだ さい 。 
チャ ン ネ ル ( 周 | キー ロッ ク が 設定 され て | キー ロッ ク の 設定 を 解除 
波数 ) が 切替 わ | いる 。 する 。 
ら な い 。 プラ イベ ー ト チャ ン ネ ル | 「CALL」 キ ー を 長押 し し て 
に な っ て いる 。 元 の チャ ン ネ ル に 戻る 。 
キー に よる 操作 | キー ロッ ク が 設定 され て | キー ロッ ク の 設定 を 解除 
が で き な い 。 いる 。 する 。 
ディ スプ レイ に | まれ に 、 無 線 機 が 不 完全 な | 一 度 電源 を 切り 、30 秒 放 
初期 化 エ ラー。 状態 で 起動 す る こと が あ | 置 し て か ら 再 度 電 源 を 入 
電源 を 切り 30 | り ま す 。 れ て くだ さい 。 
秒 放置 し て か ら 電源 が 切れ な いと き は 、D 
電源 を 入れ C ケ ー ブ ル を 抜く な ど し て 
て くだ さい 。] と 完全 オフ に し た 後 、 ( コ 
表示 され る の 操作 を し て くだ さい 。 
田無 線 機 の 状態 に 異常 が め る と その 内 容 を 示す エラ ー 表 示 が 出 ます 。 故障 を 
示す エラ ー 表 示 も あり ます 。 その 際 は 、 点 検 ・ 修 理 が 必要 に な り ま す の で 、 
「 ア フタ ー サ ービス に つい て 」 を ご 覧 の 上 、 販 売店 また は 弊社 サー ビス セン 


画 自 動車 や バ 


ブラ ブラ 揺れ る よう な 状態 で 使 
て 通話 が 安定 し な いこ と が あり ます 。 これ は 


ター に ご 相談 くだ さい 。 


ク な ど 比 較 的 速い 速度 で 移動 す 


する と フェ ー ジ ング で エ 


る 局 と の 通信 や アン テ ナ が 


ラー が 発生 し 


る ラフ 


レビ 画面 が 停 


する と 安定 する の と 同じ 


E 行 中 の 車内 で は 乱れ て 見 え 


早 由 で 発生 する 、 電 波 作 


般 上 


に よる も の で 異常 で は あり ませ ん 。 


の 理 


画 秒 話 や 個 兄 


・ グ ルー プ 呼 


H 機 能 を 使う と 通 


あり 


※ 保 護 カ バー な どの 防水 パー 
メー カー に よる IP67 相 当 の 耐 


さい 。 


販売 店 ]」 リ 


ンク を ご 利 


異常 で は あり ませ ん 。 


ツ は 消耗 品 で す 。 


話 距離 が 若干 短く な る こと が 


塵 防 浸 性 能 の 保証 期間 は 1 年 間 で す 。 
アフ ター サー ビス か が 必要 な 場合 は 、 お 買上 げ の 販売 店 に お 問い 合わ せく だ 


最寄り の 販売 店 の 検索 に は 、 http://Wwww.alinco.co.jp の 「 電 


くだ さい 。 


系 可 一 


アフ ター サー ビス に つい て 
画 保 証書 
保証 書 は 、 所 定 事項 ( ご 里 入 店 名 、 ご 購入 日 ) へ の 記入 お よび 記載 内 容 を お 確 


か め の 上 、 大 切 に 保管 し て こく だ さい 。 ご 購入 時 の 記載 、 ま た は ご 購入 の 日 付 


を 証明 する レシ ー ト 等 の 書類 が 無 


い 場 合 は 無 


効 と な り よ す 9 の で 充分 ご 注意 


くだ さい 。 
画 保 証 期間 


お 買い 上 げ の 
E 常 な 使 


より 1 年 間 で す 。 
状態 で 上 記 の 期間 中 に 万 一 の 故障 が 生じ た 場合 は 、 お 手数 で す が 


ビス 窓 


画 保 証 期間 が 経過 


お 買い 上 げ い た だ いた 販売 店 
つて 機能 が 維持 で きる 


修理 に よ 
いた し ます 。 


製品 に 有効 な 保証 書 を 添え て 、 お 9 


し た 場合 


また は 弊社 サー ビス 窓 


い 上 げ い た だ いた 販売 店 また は 弊社 サー 
へ ご 相談 くだ さい 。 保証 書 の 規定 に し た が っ て 修理 いた し ます 。 


へ ご 相談 くだ さ 


場合 に は 、 お客様 の ご 要望 


連 に より 有償 [で 人 


アフ ター サー ビス に つ し 


た 販売 店 また は 弊社 サー 


\ て ご 不明 な 点 が あり 8 
へ ご 相談 くだ さい 


ビス 窓 


い 上 げ い た だ い 


し た ら 、 お 


画 製 千 


弊社 で は 製造 終了 後 も 下記 の 期間 、 


リコ 
製品 


終了 製品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 


を お 使い 頂け る よう に 最低 限 必要 な 


補修 用 部 品 を 淀 備 し て し 


) ま す 。 但し 不測 ・ 


不可 抗力 の 事態 に より 在庫 部 品 に 


異常 が 発生 し た よう な 場合 は アフ ター サー ビス を ご 提供 で き な く な る こと 
も あり ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


補修 部 品 の 保有 期間 は 、 生 産 終 了 後 年 で す 。 


方 法 は 弊社 ウェ ブサ イト 


と サー ビス セン ター の ご 利 


保証 書 に 関す る 和 
に 詳細 を 掲載 し て お り 8 


た す 。 


・ 大 型 ス ピー カー 付 


無線 通信 機 用 電源 DM-S104 


ーー に 


・DC ケ ー ブ ル (スペ ア ) 


UAO0086 


・ ロ ング ケー ブル マイ クロ ホン 
(5m スト レー ト ケ ー ブ ル ) 
EMS-68 


・ モ ー ビ ル ブラ ケッ ト セ ッ ト ( ス ペア ) 
ADBS104( ネ ジ 付 き ) 


他 、 取 付 ネ ジ 、 マ イク ハン ガー 等 の 付属 品 も 補修 用 部 品 と し て ご 購入 が 


可能 で す 。 ご 購入 店 へ ご 注文 下さ い 。 
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画 一 般 仕様 
送信 周波 数 351.20000-351.38125MHz 30ch 
受信 周波 数 351.16875-351.38125MHz 30+5 

(上 空 用 チャ ン ネ ル 8S1-8S5)ch 

電波 型式 FIE FID 
ジジ イン ビータ 2 500 
定格 電圧 13.8V 土 1096 また は 、 ら 6,4V 土 1096 
消費 電流 1.7A 以 下 ( 送 信 時 : 5W) 


1.1A 以 下 (送信 時 : 2W) 
0.9A 以 下 (送信 時 : 1W) 
600mA 以 下 (受信 時 ) 

400mA 以 下 (待ち 受け 時 ) 
30mA 以 下 (電源 0FF 時 ) 

800mA 以 下 (受信 時 外部 スピ ー カ ー ) 


外形 寸法 (本 体 突 起 物 除く ) 
WXHXD 


125.0X28.0X130.0mm 


重量 (EMS-65 装 着 時 ) 約 900g 
使用 温度 範囲 ー50C 一 填 60C 
較 送 信 部 
送信 出力 5W/2W/1 W( 偏 差 60%、-50%) 
変調 方 式 4 値 FSK 
周波 数 偏差 主 1.5ppm 
訓 有 周波 数 帯域 幅 5.8KHz 以 下 
最大 周波 数 偏 移 土 1324Hz 以 内 
スプ リア 2 ス 発射 強度 ら .5uW 以 下 
国 受 信 部 


受信 感度 ー8dBu(BER 1xX10 う う ) 
受信 方 式 ダブ ルス ー パ ー ヘ へ ヘテロダイン 
低 周波 出力 (最大 時 ) 700mW 以 上 外部 3W 以 上 


副 次 的 に 発する 電波 な どの 強度 


4nW 以 下 


本 製品 は RoHS 非 対応 で す 。 


This product is NOT RoHS compliant and intended for use only where 


permitted. 
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画 仕 様 ・ 定 格 は 予告 な く 変更 する 場合 が あり ます 。 


還 書 の 説明 朋 イ ラス ト は 、 実 物 と は 状態 や 形状 が 異な る 、 一 部 の 表示 を 省略 し て いる 、 
等 の 場合 が あり ます 。 

画 本 書 の 内 容 の 一 部 、 ま た は 全部 を 無断 転載 する こと は 禁止 され て いま す 。 乱丁 ・ 沙 丁 
は お 取り 替え 致し ます 。 


IaLiNc ロ | 


Ra し イブ つ ココ 株 式 会 社 電子 事業 部 


東京 営業 所 〒103-0027 東京 都 中 央 区 日 本 橋 2 丁目 3 番 21 号 八重 洲 セ ント ラル ビル 4 階 TEL.03-3278-5888 
大 阪 営業 所 〒541-0043 大 阪 市 中 央 区 高麗 橋 4 丁目 4 番 9 号 淀屋橋 ダイ ビル 13 階 TEL.06-7636-2361 
福岡 営業 所 〒812-0016 福岡 市 博多 区 博多 駅 南 1 丁目 3 番 6 号 第 3 博多 借 成 ビル 7 階 TEL.092-473-8034 


アフ ター サー ビス に 関す る お 問い 合わ せ は 


全国 どこ か ら で も 無料 で 、 サ ービス 窓口 に つなが り ま す 。 
受付 時 間 プ 10:00 一 17:D0 月 曜 一 金曜 (祝祭 日 及び 12:00 一 13:00 は 除き ます ) 
ホー ムペ ー ジ http://www_alinco.co.jp/ 「 電 子 事業 」] を ご 覧 くだ さい 。 


お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ アル 了 下 語 0180-464-007 ! 


PS0650B 
FNEF-NI 


